
五
月
三
日
（
祝
）
に
「
第
十
四
回

飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
２
０
０
６
い
び
が
わ
」
が
、
西
濃
地
域
で
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
で
は
、
「
乙
原
歌
舞
伎
」、「
揖
斐
子
供
歌
舞
伎
」
の
二
つ
の
歌
舞
伎
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

乙
原
歌
舞
伎

乙
原
歌
舞
伎
は
安
政
の
頃
、
四
国
の
薬
売
り
が
乙
原
村

（
現
揖
斐
川
町
乙
原
）
に
泊
ま
り
、
夜
に
な
る
と
村
人
を

集
め
、
豆
人
形
歌
舞
伎
を
見
せ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

時
代
や
役
者
な
ど
の
事
情
に
よ
り
衰
退
や
復
活
が
あ
り

ま
し
た
が
、
乙
原
歌
舞
伎
保
存
会
を
設
立
し
三
年
に
一
度
、

五
月
三
日
の
祭
礼
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
一
谷
嫩
軍
記

熊
谷
陣
屋
の
段
」
を
公
正
公

民
館
で
上
演

し
ま
し
た
。

揖
斐
子
供
歌
舞
伎

享
保
期
、
文
化
期
の
祭
礼
図
に
、
祭
り
の
様
子
や
屋
台

の
舞
台
が
描
か
れ
、
現
在
の
芸

の
原
型
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

揖
斐
祭
子
供
歌
舞
伎
�
は
明
治
二
十
年
に
上
演
さ
れ

た
の
を
機
に
子
供
歌
舞
伎
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。飛

騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
で
は
、
揖
斐
祭
り
に
お
い
て

鳳
凰

で
演
じ
ら
れ
る
「
鎌
倉
三
代
記

三
浦
別
れ
の

段
」
を
、
下

町
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
っ

て
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館

で
上
演
し
ま

し
た
。

新新
茶茶
試試
飲飲
体体
験験
のの
ごご
案案
内内

今
年
も
新
茶
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館
で
は
、
新
茶
の
美
味
し
い
入
れ
方
な
ど
生

産
者
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
新
茶
を
じ
っ
く
り
と
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

六
月
二
十
五
日
（
日
）

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

■
場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

実
習
室

■
定
員

十
名

■
参
加
費

無
料

■
申
し
込
み

揖
斐
川
歴
史
民
俗

資
料
館

（
２
２－

５
３
７
３
）

木木
工工
展展
をを
ごご
覧覧
下下
ささ
いい

春春
日日
森森
のの
文文
化化
博博
物物
館館

揖
斐
川
町
は
緑
豊
か
な
森
林
を
有
し
、
き
れ
い
な
水
、

澄
ん
だ
空
気
、
美
し
い
景
色
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
森
林
の
木
を
活
か
し
て
彫
り
物
や
、
盆
や
椀
な
ど

を
作
っ
て
い
る
方
々
に
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
期
日

７
月
中
旬
〜
９
月
上
旬

■
場
所

春
日
森
の
文
化
博
物
館

（
春
日
美
束

長
者
の
里
）

■
内
容

町
内
外
の
方
々
の
木
を
生
か
し
た
作
品
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
鑑
賞
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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